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要旨

　社会人基礎力の育成を目指した産学連携ＰＢＬ授業「アクティブラーニング」を，山口県内

７社の協力を得て実施した。各社に出向いて「社会人とは？」に関するインタビューを実行

し，そこで得た素材をもとにオリジナルのホームページを作成・公開するというプロジェクト

課題に，学生４～５名のチームで取り組んだ。授業後の社会人基礎力の診断値は当初の値を上

回り，学生の行動にも変容が観察されるなど，授業の効果が見られた。一方で，①低学年ＰＢ

Ｌにおける課題の設定，②課題実施に向けての指導体制，③他者からのフィードバックに関す

る課題が指摘された。
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１　はじめに

　大学生の社会人としての力を育成していく

ために，大学教育においても産業界との連携

した取り組みがなされている。代表的なもの

にインターンシップ・コーオプ教育がある

が，これは職場に出向いて就業を体験するこ

とで，大学で学んだことを実践するととも

に，仕事とは何か，働くとはどういうことか

をリアルに体感する学習機会であり，今では

多くの大学生が経験する産学連携型の教育手

法のひとつとなっている。

　もうひとつ近年注目されるものとして，産

学連携ＰＢＬ（Project	Based	Learning）授

業がある。与えられた課題を解決していく中

で能力の育成を目指す課題解決型学習であ

り，企業や官公庁等の協力のもとに実行す

る。そこでは，学生自身が企業等の担当者の

協力とファシリテーションの下で主体的・実

践的に課題解決に取り組み，その過程で自ら

様々な問題解決手法・プレゼンテーション能

力・問題把握力・問題分析力などを身につ

け，課題解決・企画立案等の実践的能力を獲

得することを目指す。授業では，プロジェク

ト課題の遂行を支援するために課題解決のた

め必要な理論・セオリーと実技・スキルを教

授し，学生はこれを実践の場で確認するプロ

セスを踏む。座学・演習ではなかなか伝えら

れない社会人基礎力について，社会人の方々

との共同作業のなかで能力育成を目指すもの

である。

　山口大学では，共通教育科目のなかに学部

横断・低学年中心のＰＢＬ授業を設け，社会

人基礎力の育成に取り組んできた。本稿では

この取り組みを紹介するとともに，実践から

得られたＰＢＬ教育の課題を明らかにした

い。

２　授業「アクティブラーニング」の概要

２.１　授業の目的

　共通教育科目の総合教養Ａ（低学年対象・
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学際領域）に位置づけられる「アクティブ

ラーニング」は，高学年次で学習する専門知

識を実践の場で展開・活用するための普遍的

基礎能力の育成と意識付けに目的を絞って平

成19年度に新規開講した科目である。シラバ

スに記載される授業の概要ならびに一般目標

は以下のとおりである。この授業は「自分を

成長させる技術の習得」を目標に，特に学生

が自ら学び成長する態度を植え付けることが

できるようカリキュラムを設計した。

　開講初年度の平成19年度は，教授した技術

を授業内ワークショップにより同世代の学生

を相手に実践し身につける形で授業が実施さ

れたが，平成20年度は，経済産業省の社会人

基礎力育成プロジェクト１）に採択されたこ

とを受け，社会人基礎力を「成長」の能力指

標として位置づけ，履修生に教授した自己成

長の技法を産学連携して実施するプロジェク

ト課題の場で実践させることで，学生の能力

強化を目指す授業へと実施内容を変更した。

社会人基礎力ではチームで働く力が重視され

ることから，学生をチーム分けしてプロジェ

クトに取り組ませ，学生はプロジェクトの遂

行に伴い発生する様々な問題をチームとして

解決しながら与えられた課題の完遂を目指す

ことになる。

　プロジェクト課題の内容は，より多くの受

講生に授業開設の目標に到達させる上での重

要な設計パラメータである。本授業は低学年

次学生向けの科目であり，かつ共通教育科目

であって複数の学部学生が混在することを考

えると，特定の専門分野に絞った課題とする

ことは難しい。また，この科目は社会人基礎

力育成の端緒付けを行うことを目的としてい

るため，授業受講により得られるものが一過

性のもので終わってしまっては意味が無いと

考えた。履修生が今後の学生生活，より長い

スパンでは人生を有意義に組み立てていく能

力を獲得する意識付けを行うに当たっては，

授業の中で大学生活の理想像を形成させ，社

会人となるにあたって到達しておくべきレベ

ルを認識させることが効果的であろうとの仮

説の下，授業で学生に課すプロジェクト課題

を「企業インタビューと，読者にキャリア形

成に関する思考を促すホームページの作成」

とした。履修生は協力企業の社会人に対して

「働くとはどういうことか？」「社会に出る

とはどういうことか？」をより聞き出してく

るよう指示され，実際に企業を訪ねてインタ

ビューを実行した。この事前準備として担当

教員は協力企業の担当者に課題の趣旨を説明

し，学生からの取材対応に当たっては彼らの

行動規範形成にプラスになるような示唆を，

自らの経験に照らしつつ与えて頂くようお願

いした。これにより教員が学生生活のあるべ

き姿を語る以上に現実味を帯びた形で学生に

総合教養Ａ「アクティブラーニング」　授業の概要と一般目標

●授業の概要　

　変革の時代において必要なのは，既存の知識や状態に縛られることなく，常に上を目指

　し，「進化」し続ける力である。本コースでは，生涯に渡って使い続けることができる

　「自己成長の技術」を指導する。大学内で授業を受ける時に役立つ「学ぶ技術」から，

　大学外での活動を通してのキャリアアップの方法，ひいては卒業後，社会に出てから役

　立つ「ビジネス向上力」まで，いわゆる「生きる力」につながる人間力の向上を目指す。

●授業一般目標

　１．キャリアアップ編：	自分の人生を計画的に向上させていく技法を習得する。

　２．ビジネス編：	社会に出て通用するビジネス力を習得する。

　３．スクール編：	学校で役立つ学ぶ技術を習得する。
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理解されることが期待される。

　一方，教員は履修生に対して，目標とする

理想像を設定し，それに向って何をすべきか

を考えるよう誘導した。履修生は，協力各社

の社会人の方々との対話のなかから社会人と

して必要な力をとらえ，自らの目標を設定

し，それに向けて大学生活をどのように過ご

すべきかを考える機会を与えることを目指し

ている。学生の思考の結果として形成される

目標とするところは，遠く高いかもしれな

い。この事実に関しても，一気呵成に目標到

達することは非現実的であることを学生に語

りかけ，目指すべき理想像に向けて梯子をの

ぼるように少しずつ歩んでいくことができれ

ばそれで良いという内容の話を行った。これ

らの働きかけの集大成として，他者が読むた

めの文章として表現させるホームページ作成

を課すことで，彼らの経験や思考を整理さ

せ，より高次かつ普遍的な価値ある知・体験

として履修生の中に定着させる効果も狙っ

た。また，学生の「自律的・段階的能力強

化」を支援するため，授業の中で自己目標管

理システムCHECK-MANIFESTO-ACTION	ループ

を利用し，後述する社会人基礎力の診断には

ここで開発した尺度を用いた２）。

２.２　実施体制

　この授業は，山口大学産学公連携・イノ

ベーション推進機構のイノベーション人材育

成支援室が開講するもので，同機構の客員教

授・羽根拓也（株式会社アクティブラーニン

グ代表取締役）および同准教授（イノベー

ション人材育成支援室長）・藤井文武，大学

教育機構教授・平尾元彦が担当し，地元の協

力企業の参画，ならびに，アクティブラーニ

ング社の協力により実施をした。

　平成20年度講義におけるプロジェクト課題

への協力企業は以下の７社である（五十音

図１ 社会人基礎力の段階的成長モデル
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順）。

宇部興産株式会社　　（化学メーカー）

株式会社宇部情報システム

　　　　　　　　　　（システム開発）

エコマス株式会社　　（システム開発）

エルクホームズ株式会社

　　　　　　　　　　（住宅メーカー）

株式会社ケー・アール・ワイ

サービスステーション　　　（広告業）

マツダ株式会社防府工場

　　　　　　　　　（自動車メーカー）

株式会社山口銀行　　　　　（銀行業）

２.３　プロジェクト課題

　今回，学生に課した課題は，企業インタ

ビューを通じた「読者にキャリアに関する思

考を促すホームページの作成」である。ここ

で言う読者とは，彼・彼女らと同じ山口大学

の学生を想定し，完成したものは公開して見

てもらうことを前提とした。

　まず，学部・学年が混在するように教員が

チーム編成を行った。４～５名のメンバーか

らなる８チーム（班）が編成され，インタ

ビュー取材に行くことを指示した。取材では

「働くとは？」「社会に出るとは？」「学生

である今のうちにやっておくとよいこと」

「社会人基礎力の必要性」などについて質問

する中で「ホームページの作成に当たり必要

となる情報を対応してくださる方から引き出

すこと」を具体的アクションとして示した

が，ここに書いた以外の質問項目や質問の言

葉については各班で検討の上で取材に行くこ

ととして，指示やヒントを与えなかった。

取材で得られた情報と，社会人の方とのイン

タラクションの機会を通じて得た経験，感じ

たことを材料に，「読むと，読み手が自分の

キャリアについて考えることを促されるよう

な」ホームページを作成することを目指し

た。

２.４　期待する学習効果

　この授業で期待する学習効果として，以下

の４点を考えた。

①　自らの将来像である社会人の方と対話す

　　ることで，学生の間に身につけておくべ

　　き能力や態度に関するイメージを掴むこ

　　と。特に，社会人基礎力について，その

　　重要性を理解し日頃から能力を強化する

　　意識を持つこと。

②　社会人の方のお話しを基に現在の自分を

　　省みて，修正すべき点は無いか，改善で

　　きることはないか自省し，今後の改善に

　　つなげること。

③　社会人の方とのインタラクションにより

　　得られた刺激を，自らの主体的な活動に

　　よる大学生活全般の向上につなげるこ

　　と。特に，専門教育課程で教授される事

　　になる知識習得の重要性に気づき，自ら

　　の向学意識を高めること。

④　１年生前期に開設される情報教育科目

　　「情報セキュリティー・モラル」および

　　「情報処理演習」で教授された知識を踏

　　まえ，かつ全学生に購入が推奨されてい

　　るノートパソコンを活用し，チーム内で

　　の情報共有を行うとともにホームページ

　　の作成を行うこと。

　すなわち，実際に職場を訪問してはじめて

出会う社会人の方々にインタビューすること

による「前に踏み出す力」，取材という行

動・作品として仕上げる活動を通じた「考え

抜く力」，この授業ではじめて出会う仲間と

の共同作業による「チームで働く力」の育成

を期待するものである。

２.５　協力企業の役割

　協力いただく７社には，授業がはじまる前

に集まっていただき，その役割について意思

大学教育　第７号（2010）
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統一をはかった。学生の取材対応について依

頼したことは以下の点である。あわせて取材

後のフィードバックおよび必要に応じて再取

材をお願いした。

３　授業の実施

　上記フレームにて授業を設計し，平成20年

度後期に実施した。授業の流れおよび各回の

活動，学生の様子は以下のとおりである。授

業には，プロジェクト課題に取り組むための

各種技術を学ぶコマを取り入れている。学生

たちは，相互成長の技術，情報伝達の技術，

集合知作成のトレーニングなどを通じてスキ

ルを学び，プロジェクト課題の遂行に活かし

て行った。また，期間中３回，社会人基礎力

の自己診断・評価を実施し，マニフェストを

書いて自分の目標設定もあわせて行った。こ

こには，山口大学が開発した C H E C K -

MANIFESTO-ACTION	ループの仕組みを用いて

いる。最終的にはすべての班が，企業の採用

担当者を前に成果を報告し，ホームページを

作成して公開した３）。

４　授業の効果

４.１　全体評価

　授業実施にあたり事前（10月）・事中（12

月）・事後（１月）に社会人基礎力診断値の

測定を行った。社会人基礎力は12の項目から

なり，各項目１～９点（高得点＝社会人基礎

力が身についている）で評価される。

　表２は，アクティブラーニング履修生30	

名中（事前事後の社会人基礎力診断値のうち

どちらかが測定されていない６名を除いてい

る），各基礎力の測定値が上昇した人数を表

している。すべての要素で基礎力の平均値は

上昇しており，規律性，働きかけ力，発信

力，創造力といった要素の上昇幅が大きい。

チームでの作業を通じて，また，アイデアを

出さないと次に進めない状況に追い込まれた

経験が影響したこと，ワークショップをベー

スにした授業で発信力・傾聴力を中心に徐々

に自らを言葉にして表現することに慣れて

図２　取材対応における協力企業への依頼事項
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表１　授業中の活動と学生の反応
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いったことの表れと考えられる。

　事前→事中，事中→事後のいずれも基礎力

の平均値は伸びているが，その値（伸び率）

は事中→事後の方が圧倒的に高い点は注目に

値する。事中の基礎力評価は，企業訪問イン

タビューが終わりホームページ原稿を出し終

えたタイミングで実施したが，この翌週には

提出されたホームページ原稿に対して順位づ

けを行ったことに加え，「ホームページの内

容が教員の期待するレベルに遠く及ばない」

旨の通告を行った。これは，順位が1位で

あったチームに対しても等しく行っており，

前出の表にも記載した通りこの回より学生の

主体性が目に見えて向上した。それまでは，

受動的な態度で教室にいた学生も授業終了後

自発的に教員にアドバイスを求めてくるよう

になるなど，教室の空気が一変した。教室が

ある種の「創発」状態に入ったかのようで

あった。このことから，否定を伴うことであ

るため慎重に行う必要はあるのはもちろんで

あるが，ある種の「ダメ出し」は履修生の主

体性向上に極めて有効であることが確認でき

た。

４.２　個別評価

　個々人の指標の変化要因について，２人の

学生に焦点をあてて授業時の観察や授業終了

後の対話を通じて考察したい。

・学生Ａ：当初，傾聴力1.0	という最低の

　診断値であったが，事後には4.7	にまで

　上昇した。チームでの作業を通じて人と

　の関わりを意識しはじめた様子である。

　まだまだ，意識してやらないとできない

　状況はあるが，意識せずに傾聴するため

　には，今は意識してでもいいから体を向

　けて目を見て聞く姿勢を保っていきたい

　という意欲を持ち，継続して努力してい

　る。

・学生Ｃ：もともと好人物であるが，聞き

　役に回ることが多く自分の意見を言うこ

　とができていなかった。ＰＢＬではグ

表２　授業前後の社会人基礎力診断値変化
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　ループリーダーとなり苦労したが，それ

　を乗り越えようとする経験を通じて，以

　前よりも意見を言うことができるように

　なった。さらにコミュニケーション能力

　と実行力を育むことが必要だということ

　に気づき，新入生にパソコンを教えるア

　ルバイトを始めた。

　以上，二人の学生の例ではあるが，この授

業をきっかけにして自分の今に気づき，何を

すべきかを自分で考え行動をはじめている。

個々の学生にとっては，成長の機会を得られ

ていると言えるだろう。

４.３　企業の評価

　この授業に一緒に取り組んだ企業の担当者

にとっても，大学教育への参画は初めての経

験であった。終了後の反省会・アンケート調

査のなかで，学生たちの頑張りには一定の評

価ができるものの，距離のとりかたについて

は，とまどいも見られた。代表的なコメント

として，以下のものがある。

・学生の質問に素直に答えてみたが，恐ら

　くわかっていないであろうということが

　わかった。これをさらに深堀りしてほし

　いのだが，「深堀りしなさい」と言いす

　ぎるとよくないのではないかと思い，ど

　こまで導いていいかの線引きが難しかっ

　た。

・インタビューや電話での企業とのやり取

　りは，時間的にも制約が大きく，内容を

　つかむまでに至っていない様子がみられ

　る。聞いた言葉をそのままホームページ

　などで伝達することはできるが，落とし

　込めていない。

　指導アドバイスをするかどうかなど，学生

との距離感については経験に基づく部分が大

きいものであるが，もともと経験のない（少

ない）企業の方に協力をいただくのが産学連

携授業である。基準をどのあたりに設定する

かということは，企業の方との共同作業にお

いては重要であることが確認された。

５．まとめと今後の課題

　産学連携ＰＢＬ授業として実施した「アク

ティブラーニング」では，多くの１年生たち

と数名の２～４年生がチームを結成し，プロ

ジェクト課題にのぞんだ。学生たちはとまど

い悩みながらも，最終的にはすべてのチーム

がホームページを作成し，最終発表会では全

協力企業の担当者が見守るなかで，立派に発

表をしてこの授業を終えた。事実上４ヵ月と

いう短い期間のなかで，試行錯誤で実施した

新しいタイプの授業であったが，そのなかで

学生たちは確実に成長したとの実感をもって

いる。ここで身に付けた成長へのマインドと

技術に磨きをかけて，いっそう充実した大学

図３　学生の社会人基礎力診断値レーダーチャート（左：Ａ，右：Ｃ）
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生活を送ってくれることを期待したい。

　今回実施した産学連携ＰＢＬ授業を通じ

て，いくつかの課題も浮上してきた。ここに

整理することで，今後の教育改善に結び付け

ていきたいと考えている。

①　低学年ＰＢＬにおける課題の選定

　今回のプロジェクトでは，履修生本人の成

長意識を喚起するために，社会人の方と接す

る機会を設けた。そこで学生自身が「社会に

出るにあたって身につけておくべき能力レベ

ルを知り，自らの学生生活におけるゴールイ

メージを形成させること」を狙い，授業でも

そのような指導を行った。また，そこ（ゴー

ル）に至るために必要な「学生の間にしてお

くべきこと」への気づきを誘発する目的で，

インタビューでは「働くこと」「社会に出る

こと」の意味を考えさせるような質問をする

よう誘導した。

　しかし，履修生の８割が入学したばかりの

１年生という状況では，インタビューにおい

て企業担当者の経験を踏まえた含蓄のある言

葉を聞けたとしても，その意味を理解するだ

けの経験や素養の蓄積がなく，自分のものと

して理解するところまで思考を深められてい

なかった。文中で述べた事中評価直後の「ダ

メ出し」にはこれに関する内容も含まれてお

り，学生は学生なりに真剣に考え，改善を試

みた。結果，当初原稿に比べればある程度の

改善は見られたものの，それでも彼らが最終

的にまとめあげた文章はこちらが期待した程

には深まっておらず，取材で聞いたことの単

なるコピーに近いものもあった。

　このことを受けた反省点として，低学年の

学生たちには，成長そのものを題材として思

考を深めさせるには早すぎたと考えている。

すなわち，彼らが持てる素養や経験から少し

の背伸びで（もしくは少し入れ知恵をしてあ

げることで）専心して取り組むことのできる

具体的な課題を設定することが何よりも大事

である。

②　学生の課題実施に向けての指導体制

　課題プロジェクト開始後は，学生の日々の

活動を把握することが難しくなる。本学は分

離キャンパスであり，授業実施のキャンパス

と授業の主担当者のキャンパスが離れていた

ため，履修生と日常的に顔を合わせることが

できず，学生の様子把握の困難さに拍車がか

かった。

　また，平成20年度の授業では，学生がこな

すべきことが多すぎ（取材，ＨＰ原稿作成，

評価を受けての作り変え，発表会資料作成，

基礎力の自己評価３回，自己分析とマニフェ

ストの作成２回など），毎回の授業を落ち着

いて実施できなかったきらいがある。次年度

の授業ではこれを整理し，プログレスシート

に記入させるなどによって活動状況と進捗を

把握し，学生にとって無理のない形でプロ

ジェクト進行が行われ，成長が誘導できるよ

う留意したい。

③　他者からのフィードバック

　この授業では，学生が行動し，もしくは何

かをまとめ上げ提出した毎に必ず他者からの

フィードバックが与えられるようにした。教

員および企業担当者の「社会人」からの

フィードバックは，直接的には学生の行為お

よび出力に対して行われているが，学生と社

会人では立ち位置も経験も大きく異なるた

め，学生はフィードバックされる言葉を通じ

て「社会人に対する相対的な自己の位置づ

け」を意識せざるを得ない。その意味で協力

企業の担当者（場面によっては教員も）は学

生が自己を投影して自己を認識することので

きる「鏡」としての役割も演じていることに

なる。注意しなければならないのは，この鏡

は，学生の等身大の像を映さない場合もある

ということである。

　事中評価直後の否定的なフィードバックが
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主体性向上に効果を発揮したことは文中で指

摘したが，否定的なフィードバックは学生の

状況をよく見たうえで実施する必要があるこ

とは言うまでもない。このことからも，この

種のプロジェクト型授業では，多人数を受け

入れることは好ましいとは言えない。担当教

員が個々の学生に目が行き届く規模で運営す

ることが望ましいと言えるであろう。

（産学公連携・イノベーション推進機構

　　　　　　　　　　　　　　　　准教授）

（大学教育機構　学生支援センター　教授）
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【注】

１）経済産業省「体系的な社会人基礎力育

成・評価システム構築事業」に山口大学が提

案した「学部1年で着手しCHECK-MANIFESTO-

ACTION	ループで定着させる継続的な社会人

基礎力の育成と評価」が採択され，平成20年

度に取り組んだ。

２）平尾・藤井・宮﨑（2010）参照

３）山口大学「社会人基礎力の育成と評価」

のホームページは以下のとおり公開されてい

る。

http://kisoryoku.sangaku.yamaguchi-u.

ac.jp/
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